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2014年長野県北部の地震に伴う地表地震断層を横断する極浅層S波反射

法地震探査

Very shallow S-wave seismic reflection survey across the surface

rupture of 2014 Naganoken-hokubu earthquake, central Japan
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　2014年11月22日に発生した長野県北部の地震（Mw 6.2）では，神城断層に沿って，長野県白馬村塩島から

東佐野付近に至る約9.2 km区間で地表地震断層が出現した。地表地震断層の分布・変位量・性状や地表の構造

物の変形等から，地表地震断層が出現した区間のうち中部〜北部区間では，主断層と考えられる東上がりの逆

断層が確認された。一方，南部の区間（神城盆地周辺）では，ガードレールや側溝の短縮変形が確認され，浅

部では地震断層が低角化していることが示唆された。また南部区間ではトレンチ調査からも断層が低角である

ことが明らかになっている（奥村ほか, 1998, 地震2, 50, 35-51）。 

 

　本調査では，北部区間にあたる長野県北安曇郡白馬村大出において，地表地震断層の浅部地下構造を把握す

るために，2016年11月21〜23日に極浅層S波反射法地震探査を実施した。地表地震断層を横断するように東

西約300 mの測線を設定した。本探査では，カケヤによって板（0.2×0.4×1 m, 28 kg, 松材）の側面を叩くこ

とにより，測線と直交方向のSH波を発生させた。受振器にはGS-32CT（固有周波数10Hz）を用い，サンプリ

ング間隔は1 msとして，2秒のデータを取得した。発震点間隔及び受振点間隔は共に1 mとした。各発震点毎

に96 ch分の信号を記録した。レコーディングシステムには，サンコーコンサルタント社製のDSS-12を用い

た。本発表では白馬村大出において実施した極浅層S波反射法地震探査の結果について報告する。 
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